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一般勘定

（平成30年3月末現在）

基礎数値 被保険者 被扶養者
人数 平均年齢 人数 平均年齢

男　性 2,757人 40.85歳 2,309人 13.33歳
女　性 6,897人 39.43歳 3,277人 23.40歳
合　計 9,654人 39.83歳 5,586人 19.24歳

収入
健康保険料 4,900,241千円
調整保険料 69,476千円
財政調整事業交付金 63,322千円
その他 3,373千円
合計 5,036,412千円

収入
介護保険料 362,475千円
前年度からの繰越金 4,848千円
準備金の取崩し分 4,699千円
合計 372,022千円

支出
保険給付費 2,342,244千円
納付金 2,135,248千円
保健事業費 70,338千円
財政調整事業拠出金 69,427千円
事務費 78,116千円
その他 3,057千円
合計 4,698,430千円

支出
納付金 372,022千円
合計 372,022千円

収入総額
43億
9,635万円

保険給付費
18億3,958万円

健康保険収入
43億1,918万円

支出総額
39億
4,004万円

調整保険料
6,122万円

その他
1,595万円

納付金
18億8,967万円

保健事業費
6,480万円

その他
1億4,599万円

JADECOMけんぽ　平成30年秋号

平成30年７月17日開催の組合会において、
平成29年度の決算が承認されましたのでご報告いたします。

　平成29年度は黒字となりましたが、黒字幅は減少しています。これは主に１人当たりの保険給付費が増加し
たことによるものです。医療の進歩や高額薬剤の普及等により今後も負担増が見込まれますので、ジェネリッ
ク医薬品への切替えや柔道整復療養費の照会など医療費適正化対策にご協力をお願いします。

■被保険者１人当たりで見る収支

制作／社会保険研究所

平成29年度　
決算のお知らせ

　保健事業においては、実施率に応じた納付金加
算を免れるために、特定保健指導の実施率向上を
図る必要があります。
　平成29年度の黒字計上分はすべて「法定準備金」として、疾病が流行したときなどの不測の事態に備え
て積立てを行い、保有率が平成28年度分と合わせて144.09％となりました。

　保険料収入だけでは不足したため、平成28年度に積み立てた準備金を取り崩して対応しました。平成30年
度は介護保険料率の改定を行い、収入の確保を行っています。

収　入
519,646円

支　出
484,774円

高額な医療費等
に対する健保連
からの交付金

医療費の健保負
担分や各種給付
金（出産・傷病等）

健診など疾病予防や健康増進への事業費

その他　215円

高齢者医療制度
等に対する納付
金、拠出金

健保の運営費・
その他の支出　

健保の主な財源。
このうち半分は
事業主が負担

保険料　512,898円

財政調整事業交付金
6,533円

国からの補助金や
預貯金利子など

納付金
220,310円

保険給付費　
241,668円

保健事業費　
7,257円

その他　15,539円
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ジェネリック医薬品使用率
JADECOMけんぽ 全健康保険組合

本　人 72.76％ 76.96％

家　族 65.62％ 70.91％
（平成30年3月診療分）

JADECOMけんぽ　平成30年秋号
制作／社会保険研究所

　ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは、特許の切れた成分で作られたお薬です。新薬（先発医薬品）
からジェネリック医薬品に変更することで、皆さんの家計にも優しく、さらに医療費の節減にも大き
な効果が期待できます。

ジェネリックを使ってみませんか
そのお薬代、節約できるかも！？

JADECOMけんぽの
ジェネリック医薬品の使用率は、

全健康保険組合と比べて
低いことが分かりました。

ジェネリック医薬品にすれば、同じ有効成分・同じ効き目でお薬代を節約できます。
ジェネリック医薬品にすると、こんなにお得に！

※自己負担額や差額はイメージです。実際の金額は調剤料などで異なります。

「ジェネリック希望シール」を使えば、

相談も簡単、スムーズ！
保険証や診察券、お薬手帳などに貼ってご活用ください。

高血圧の人の場合

11,115円もお得！

122.7円
新薬

21.2円
ジェネリック
医薬品

1年間の自己負担額(3割)

83％
OFF

13,436円 2,321円

血圧を上げる物質の生成を抑える薬
(レニベース錠10ｍｇを1日１錠) 

こ
ん
な
に
お
得
！

1錠の価格

CASE1 CASE1CASE1CASE

病院で医師に 調剤薬局で薬剤師に

いま飲んでいる
お薬はジェネリックに
替えられますか？

3種類の薬のうち、
2種類は

替えられますよ。
この処方せんで

ジェネリックに変更す
ることはできますか？

はい、できますよ。
この処方せんには

「変更不可」欄にチェックや
医師のサインがないので

大丈夫です。

ジェネリックを選ぶには医師・薬剤師に相談を
　ジェネリック医薬品に変更したいときは、かかりつけの医師や薬剤師などに相談してください。効果など疑問点
があるときは、その際に質問してみましょう。

ジェネリ子ちゃん

地域　太郎
平成◎年◎月◎日 　　性別　男
平成◎年◎月◎日

チイキ　　　タロウ
ジェネリック
を希望します 文字が

隠れないように
貼りつけて
ください。

健 康 保 険
被保険者証

本人（被保険者） 平成 ◎年◎月◎日交付

記号 番号

氏　　名
生 年 月 日
資格取得年月日

保険者所在地
保険者番号・名称

東京都新宿区市谷田町1-10　保健会館新館7階

06139869 地域医療振興協会健康保険組合☎０３（５５７９）８６０４



被保険者（任意継続除く） 被保険者（任意継続）
被扶養者

JADECOM施設で受ける場合 2,500円  2,500円

JADECOM施設以外で受ける場合 補助対象外   1,250円
※接種回数にかかわらず、１人１年度内に上記金額を上限とした実費相当額

●補 助 対 象：予防接種の当日に、JADECOMけんぽの被保険者または被扶養者の資格がある方

●補助対象期間：平成30年10月１日〜平成31年１月末日

●補 助 額： 個人接種 　最寄りの医療機関にて、個人で申込みをして受ける場合

●申請手続き：申請書と予防接種にかかる領収書（コピー）を、被保険者の所属する事業所（任意継続
加入者については、直接 JADECOM けんぽ）に提出してください。

●申 請 〆切り：平成31年２月末日（当日消印有効）

みんなのけんぽ　秋号　平成30年10月発行

発行／地域医療振興協会健康保険組合
　　　（JADECOMけんぽ）　

〒162-0843　東京都新宿区市谷田町1-10　保健会館新館７階
TEL03-5579-8604　　https://www.jadecom.or.jp/kenpo/index.html

　健康保険組合では、健康保険法施行規則等に基づき、被扶養者の方が扶養認定後も引き続き
被扶養者資格を満たしているか確認するための調査（検認）を毎年実施することが義務付けら
れています。
　調査対象となるご家族を扶養している被保険者には、事業所を通じて「被扶養
者資格確認調査票」を配布いたしますので、必ず本調査にご協力ください。なお、
必要書類の提出がない場合は、扶養認定を取消すこととなりますのでご注意
ください。　
　扶養要件から外れた人を引続き認定してしまうと、不要な医療費に対する支払
を招き、健保組合の財政に大きな影響を与え、将来的には保険料値上げなど被保
険者の方の負担増に繋がりますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

制作／社会保険研究所

インフルエンザ予防接種　費用一部補助のお知らせ

集団接種（事業所が日時等を定めて、希望者を募り実施）の場合は、事業所が補
助金の申請を行うので、個人での申請は必要ありません。日時等については、各事
業所に確認してください。

注意 領収書には、次の項目の記載が必要です。
①接種を受けた方の氏名（フルネーム）
②接種年月日
③予防接種の内容
　（インフルエンザ予防接種であることが分かるように明記してあること〈例「インフルエンザ予防接種代」〉）
④領収金額（他の項目と一緒の場合はインフルエンザ予防接種の金額がわかること）
⑤医療機関名と領収印

　足りない項目がある場合は、診療費明細書や接種済証など必要事項が確認できる書類を医療機関に発行
してもらい、領収書と一緒に提出してください。

被扶養者資格確認調査（検認）にご協力ください


